木原官房副長官、10月に水際対策をG7並み緩和

円安の追い風受け、G7並みで訪日外国人誘致

　木原誠二内閣官房副長官は9月11日に民放の番組に出演し、今後の水際対策の緩和について、「そう遠からずにやらなければいけない」と語り、さらなる水際対策の緩和を早期に実施する考えを示した。
また、木原副長官は「一体的に見直す」ことにも言及。1日の入国者制限の撤廃、ビザ免除による訪日インバウンドの個人旅行化に取り組む方針を示した。
「そう遠からず」がいつなのかは具体的に明言していないが、感染動向を勘案すれば、秋が深まる10月には実施される方向にあるようだ。
今秋には紅葉、今冬の雪の季節を迎える。それまでに水際対策をＧ7並みに緩和し、円安の追い風を受けて、訪日外国人旅行を誘致する。
　岸田首相が世界に約束した「G7並みの水際対策」に向かって、政府もようやく重い腰を挙げる時が来たようだ。
※写真＝木原誠二官房副長官（政府インターネットTV）
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